
このたびはシロカ製品をお買い上げいただき、·
まことにありがとうございます。
この製品を安全に正しくお使いいただくため
に、お使いになる前にこの取扱説明書をよくお
読みになり充分に理解してください。
お読みになった後は、お手元に置いて保管して
お使いください。

この取扱説明書の内容は改善のため、予告なく変更する
ことがあります。

この製品は家庭用です。業務用にはお使いにならないで
ください。
日本国内専用
USE ONLY IN JAPAN

取扱説明書　保証書つき

SH-CD151 E3

HOT&COOL サーキュレーター

もくじ

本機でできること·············································2
安全上のご注意·················································3
各部のなまえ·····················································7
お使いになる前の準備·····································9
使いかた·····························································11
お手入れ／保管のしかた································15
故障かなと思ったら········································16
仕様·····································································17
部品・消耗品····················································18
長期使用製品安全表示制度に基づく·
本体表示について············································18
保証とアフターサービス································19
保証書·································································20

うれしい会員特典

シロカクラブ
会員登録・機器登録でもっと楽しく便利に

新規会員募集中　登録料・年会費無料
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できること 使いかた

	X ヒーターとして使う· 11 ページ

を押し、 で「温風」を選ぶ

出力を調節する

または を押す

首振り運転する

を押す

	X 扇風機として使う· 12 ページ

を押し、 で「送風」を選ぶ

風量を調節する

または を押す

首振り運転する

を押す

	X 衣類乾燥機として使う· 12 ページ

を押し、 で

「温風」または「送風」を選ぶ

マイナスイオンとオゾンを発生させ、脱臭・除菌しながら
アーチ首振り運転を行い、効率的に衣類を乾かします。

出力または風量を調節する

または を押す

	X サーキュレーターとして使う 13 ページ

を押し、 で「温風」または「送風」を

選ぶ
暖房時は温風、冷房時は送風で、部屋の空気を効率よ
く循環させます。·
首振りの設定を変えることもできます。 天井にたまった暖気を循環

暖房時の例

床にたまった冷気を循環

冷房時の例

	X 温風おまかせ機能を使う· 13 ページ

を押す

温度センサーで温度を検知し、22℃をキープして温風運転します。·
22℃は「弱」、22℃未満は「強」で運転し、24℃以上になると停止します。

本機でできること
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  安全上のご注意安全上のご注意

 警告
本製品の取り扱いについて

分解、修理や改造を絶対に行わない
発火・感電・けがの原因になります。
修理は、お買い上げの販売店またはシロカサ
ポートセンターにご相談ください。

子どもや介護の必要な方だけで使わせ
たり、幼児の手の届くところで使わない 
ペットしかいない状況で使わない
やけど・感電・けがの原因になります。操作
できる人が必ず付き添ってください。
子どもが本体で遊ぶことがないように注意し
てください。

本体を水につけたり、本体や操作部に
水、お茶などをかけたりしない
ショート・感電の原因になります。

スプレーなどの缶や薬品、油、紙類など
を本体の近くに置かない
爆発や火災の原因になります。

本体の上に乗ったり、物をのせたり、踏
みつけたりしない
転倒して、けがや故障の原因になります。特に
小さいお子様には充分注意してください

穴、すき間、開口部に指を入れたり、ピ
ンや針金などの金属物を入れない
火災・感電・やけどの原因になります。

過熱を防ぐため衣類・タオル・ふとん・
カバーなどで製品本体を覆わない
火災・故障の原因になります。

製品に異常が発生した場合は、すぐに使
用を中止する
製品に異常が発生したまま使用を続けると、発
煙・発火・感電・漏電・ショート・けがなど
の原因になります。
＜異常・故障例＞
·電源コードや電源プラグがふくれるなど、変形、変
色、損傷している
·電源コードの一部や電源プラグがいつもより熱い
·電源コードを動かすと通電したりしなかったりする
·本体がいつもと違って異常に熱くなったり、焦げ臭
いにおいがする
·本体が作動しない　など
上記のような場合は、すぐに使用を中止し、電
源プラグをコンセントから抜いて、お買い上げ
の販売店またはシロカサポートセンターに点
検・修理を依頼してください。

就寝中は温風運転しない
寝具などが触れると火災の原因になります。

以下の場所では使わない
感電・ショート・火災・爆発の原因になります。
また、事故・故障の原因になります。
火気の近く、水しぶきのかかるところ、高温多湿に
なるところ、油や油煙が発生するところ、引火性のも
の（ガソリン、ベンジン、シンナーなど）の近く　など

風をストーブなどの燃焼器具に向けて
使用しない
不完全燃焼や炎の飛散を引き起こし、一酸化炭
素中毒や火災の原因になります。

分解禁止

禁止

水ぬれ禁止

禁止

禁止

禁止

覆っては
ならない

禁止

禁止

禁止

ここに示した注意事項は、お使いになるかたや他のかたへの危害と財産への損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使いいただくた
めに重要な内容を記載しています。
お使いになる前によくお読みになり、記載事項を必ずお守りください。

表示の説明

· ·警告 取り扱いを誤った場合、死亡または重傷を
負う可能性が想定される内容です。

· ·注意
取り扱いを誤った場合、傷害を負う、または
物的損害が発生することが想定される内
容です。

図記号の説明

分解禁止 接触禁止水ぬれ禁止ぬれ手禁止禁止禁止（してはいけない内容）を示します。

プラグを抜く強制（実行しなくてはならない内容）を示します。

 必ずお守りください 
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  安全上のご注意

 警告
電源コード・電源プラグについて

ぬれた手で電源プラグの抜き差しをし
ない
感電・けがの原因になります。

電源コードが傷んでいたり、コンセン
トの差し込みがゆるいときは使わない
感電・ショート・発火の原因になります。

電源プラグは根元まで確実に差し込む
差し込みが不完全だと、感電や発熱による火災
の原因になります。

電源プラグの刃および刃の取り付け面
に付着したほこりはふき取る
ほこりが付着していると、火災・感電の原因に
なります。

コンセントや配線器具の定格を超える使い
かたや、交流100V 以外での使用はしない
たこ足配線などで定格を超えると、発熱・発火・
火災・感電・故障の原因になります。

コンセントを単独で使う
コンセントが2口、3口であっても、他の製品
と併用せず、単独で使用してください。発熱に
よる火災の原因になります。

延長コードやテーブルタップは絶対に
使わない
コンセントや電源プラグ・電源コードが異常
発熱し、発火の原因になります。

使用中は、電源コードが本体に触れな
いようにする
熱で電源コードが傷み、ショート・感電の原因
になります。

電源コード・電源プラグを破損するよ
うなことはしない
電源コードや電源プラグを以下のような状態で
使うと、感電・ショート・火災の原因になります。
傷つける、加工する、無理に曲げる、高温部に近
づける、ねじる、引っ張る、重い物を載せる、機
器に挟み込む、束ねる　など
電源コードを破損したときは、お買い上げの販
売店またはシロカサポートセンターに修理を
依頼してください。

電源プラグを抜くときは、電源コードを持
たずに必ず電源プラグを持って引き抜く
感電やショートによる発火の原因になります。

お手入れをするときは必ず電源プラグ
をコンセントから抜く
やけど・感電・けがの原因になります。

電源コードに重いものをのせたり、機
器に挟んだりしない
電源コードが傷つき、ショート・感電の原因に
なります。

運転中に電源プラグを抜き差ししない
火災・感電の原因になります。

設置に関する注意事項

家具などの近くで使わない、壁に押しつけない
熱で家具などを傷め、変色・変形の原因になります。壁や家具などから下図の距離を離して設置してください。

ぬれ手禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

プラグを抜く

プラグを抜く

禁止

禁止

禁止

上方
60cm以上

上方
60cm以上

側方
30cm以上

側方
30cm以上

側方
30cm以上
側方
30cm以上

後方
4.5cm以上
後方
4.5cm以上

前方
60cm以上
前方
60cm以上

首振り運転時 上方
60cm以上
上方
60cm以上

側方
60cm以上

側方
60cm以上

側方
60cm以上
側方
60cm以上

後方
60cm以上
後方
60cm以上

前方
60cm以上
前方
60cm以上
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  安全上のご注意

 警告
設置に関する注意事項

不安定な場所や熱に弱い敷物の上では
使わない
転倒によるけが・故障や火災の原因になりま
す。以下のような物の上では使わないでくだ
さい。
毛足の長いじゅうたん、ふとん、プラスチック
樹脂　など

カーテン・ふとんなどの可燃物の近く
で使わない
火災の原因になります。

仰向け、横倒し、逆さまにしない
変形・故障・発火の原因になります。

本体の上に物を載せたり、本体の下に
物を置いて使わない
高温により本体や物が変形、変質し、火災の原
因になります。

屋外や風呂、シャワー室、および水泳
プールの周辺部など、水のかかるおそ
れのある場所や湿気の多い場所では使
わない
ショート・感電の原因になります。

ヒーター使用時は、本製品の移動は必
ず本体が冷めてから行う
高温のため、やけどの原因になります。本体が
冷めてから、移動してください。

電池について

電池の取り扱いには充分注意する
使いかたを誤ると、発熱や破損、けが・やけど・
感電の原因になります。
·指定以外の電池を使わない
·＋と－を逆にして使わない
·充電、分解、加熱しない
·ショートさせない
·火の中に入れたり、加熱しない
·水につけたり、ぬらさない
·子どもの手の届くところに置かない
·子どもがなめたり飲み込んだりしないよう
に注意する
·電池から漏れた液が皮膚や衣服に付いたと
きは、すぐにきれいな水で洗い流す
·長期間使わないときは、電池を取り出す　など

電池は子どもの手の届くところに置か
ない
子どもが電池をなめたり飲み込んだりしない
ように充分注意してください。万一、飲み込ん
だ場合は直ちに医師にご相談ください。

 注意
使用上の注意事項

ヒーターでの使用中や使用後しばらく
は、送風口など高温部に触れない
高温のため、やけどの原因になります。

すき間や可動部へ指などを入れない
重大なけがの原因になります。特に子どもに
は注意してください。

衣類以外の乾燥など他の用途に使用し
ない
過熱・火災の原因になります。

吸気口や送風口をふさがない
過熱・火災の原因になります。

外出するときや長期間使わないときは
電源プラグをコンセントから抜く
外出するときや長期間使わないときは、電源プ
ラグを抜いていることを確認してください。
絶縁劣化による感電・漏電・火災の原因にな
ります。

禁止

禁止

禁止

禁止

水ぬれ禁止

禁止

接触禁止

接触禁止

禁止

禁止

プラグを抜く
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  安全上のご注意

 注意
使いはじめは充分換気をする
初めて使うとき、煙や塗料のにおいなどがする
ことがありますが、異常ではありません。にお
いは使用に伴いなくなりますが、においがした
場合は充分換気をして使用してください。

落としたり、強い衝撃を加えない
故障の原因になります。

犬や猫などのペットのいる部屋で使う
ときは、ガードなどで本体・電源コー
ドを必ず保護し、使用中はペットから
目を離さない
ペットが本体・電源コードを傷つけると、
ショート・感電・火災の原因になります。
ペットが本体に触れると、やけどの原因になります。

長時間皮膚の同じ箇所をあたためない
低温でも長時間皮膚の同じ箇所を暖めている
と、低温やけどの原因になります。

風を長時間、体に直接当てない
健康を害する原因になります。特に、乳幼児・
お年寄り・ご病気のかたは注意してください。

移動や持ち運びのときは注意する
安全のため、取っ手と底面を持って運んでくだ
さい。落下してけがの原因になります。

お手入れは運転停止後、30分程度待っ
てから行う
高温部に触れると、やけどの原因になります。
使用後は、本体が冷めるまで約30分かかりま
す。

本製品を絶対に業務用に使わない
本製品は一般家庭用です。業務用にお使いに
なると無理な負担がかかり、火災・故障の原因
になります。

殺虫剤・整髪料・掃除用具などのスプ
レーをかけない
樹脂や塗装部分が変質したり、破損したりする
原因になります。

動植物に直接風を当てない
害を与えるおそれがあります。

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止
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本体

前 面 後 面

送風口

操作部

リモコン受信部

取っ手

電源プラグ
電源コード

リモコン
収納部

フィルター
吸気口

各部のなまえ

ご注意

意図せず運転するのを防ぐため、リモコ
ンでの運転開始はできません。本体で
操作してください。

付属品
	X リモコン

（テスト電池付き）
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  各部のなまえ

操作部
45 36789

12

名 称 説 明

1 《入／切》ボタン／ランプ 電源の入／切を切り替えます。運転中はランプが点灯し、運転停止中は消灯し
ます。自動電源オフ機能で運転を停止したときはランプが点滅します。

2
《＋》／《－》ボタン／
《風量・出力》ランプ／·
《ジェット》ランプ

風量や出力を切り替えるときに押します。
選択中の《風量・出力》ランプが点灯します。· 12 ～ 13 ページ
衣類乾燥モード、サーキュレーションモードで最大風量で運転するとき、·
《ジェット》ランプが点灯します。

3 《温風おまかせ》ボタン／ランプ 温風おまかせ運転の入／切を切り替えるときに押します。· 13 ページ
《温風おまかせ》ランプが点灯します。

4 《温／送切替》ボタン／ランプ 温風運転と送風運転を切り替えるときに押します。· 12 ～ 13 ページ ·
選択中のモードのランプが点灯します。

5 《扇風機・ヒーター》ボタン／ランプ 扇風機・ヒーターモードに切り替えるときに押します。· 12 ページ · 11 ページ
選択中はランプが点灯します。

6 《衣類乾燥（イオン）》ボタン／ランプ 衣類乾燥モードに切り替えるときに押します。· 12 ページ
選択中はランプが点灯します。

7 《サーキュレーション》ボタン／ランプ
サーキュレーションモードに切り替えるときに押します。· 13 ページ
選択中はランプが点灯します。

8 《首振り》ボタン／ランプ
首振りの入／切を切り替えるときに押します。· 13 ページ
ボタンを押すごとに「左右」→「上下」→「左右＋上下（3D）」→「オフ」の順に切り替
わります。

9 《タイマー》ボタン／ランプ（チャイルドロック）

切タイマーを設定するときに押します。· 14 ページ
タイマーを「入」にすると選択中の《タイマー》ランプが点灯し、「切」にすると
消灯します。
チャイルドロックの設定／解除をするときに約3秒押します。· 14 ページ
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知っておいていただきたいこと

	X 自動電源オフ機能

運転開始後、10時間経過すると自動的に運転を停
止します。自動電源オフ機能で運転を停止すると、
《入／切》ランプが点滅します。《入／切》ボタンを
押すとランプが消灯します。

	X 転倒・振動検知機能

運転中、強い衝撃やゆれがあったときや、
本体が倒れたり傾いたりしたとき、《入／
切》ランプが点滅してブザーが鳴ります。
·運転中の場合は自動的に運転が停止
します。
·本体の傾きを戻してから、《入／切》ボタンを押
すと、点滅しているランプが消灯します。消灯
後、《入／切》ボタンを押すと、再び電源が入り
ます。

	X 異常過熱検知機能

本体に衣類、タオルなどが掛かり、異常な温度上昇
を検知した場合、《サーキュレーション》《衣類乾
燥（イオン）》《扇風機・ヒーター》《送風》《温風》ラ
ンプまたは《温風おまかせ》《温風》ランプが点滅し
てブザーが鳴り、自動的に運転を停止します。·
再度使用する際は、コンセントから電源プラグを
抜き、1時間程度待ってから差し直してください。

	X メモリー機能について

本製品は、前回ご使用時の運転モード設定が記憶
されます。電源を切って再び電源を入れた際、前
回ご使用時の設定で運転を開始します。（首振り・
タイマーの設定はリセットされます。）
·温風衣類乾燥または温風サーキュレーション
モードの状態で電源を切った場合は、「弱」で
ヒーター運転を開始します。
·送風衣類乾燥または送風サーキュレーション
モードの状態で電源を切った場合は、風量4で扇
風機運転を開始します。
·電源プラグを抜いた場合は、記憶されたメモ
リーがリセットされます。
·お買い上げ後初めて使用する場合やメモリーが
リセットされた後は、電源を入れるとヒーター
運転を開始します。

お使いになる前の準備
リモコンを準備する

	X リモコンの使いかた

リモコンをお使いになる前に、裏面の絶縁シート
を引き抜いてください。
リモコン送信部を本体のリモコン受信部に向けて、
ボタンを押します。
リモコンを操作できる範囲は約5mです。

ご注意

以下のような場合は、リモコンの操作ができない
ことがあります。
-·本体のリモコン受信部とリモコンの間に障害物がある場合
-·インバーター照明器具、蛍光灯をお使いの場合
-·本体の受信部に直射日光などの強い光が当たっている場合

  リモコン送信部に傷を付けないでください。
  リモコンのボタンを、2つ以上同時に押さな
いでください。

おしらせ

  電池はリモコンに入っています。テスト電池
のため寿命が短くなっている場合があります。
  リモコンは本体のリモコン収納部にマグネッ
トで貼り付けておくことができます。

リモコン
送信部

電源切ボタン

温／送
切替ボタン

扇風機・ヒーター
ボタン
衣類乾燥ボタン

サーキュレーション
ボタン

温風おまかせ
ボタン

首振りボタン

タイマーボタン

風量（＋）ボタン

風量（－）ボタン

リモコン裏面

合わせる

マグネット部
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  お使いになる前の準備

	X 電池交換のしかた

本体がリモコンの操作を受け付けなくなったとき
は、市販の新しいリチウム電池（CR2032）と交換
してください。

① ① リモコンを裏返し、下図のタブを押しながら電
池トレイを引き出す

② ② 古い電池を新しい電池に交換する
印字面（＋側）を上向きにしてリチウム電池を電池ト
レイにセットします。

③ ③ 電池トレイをリモコンにセットする

警告

  リチウム電池は子どもの手の届く
ところに置かないでください。子
どもが電池をなめたり飲み込んだ
りしないように充分注意してくだ
さい。万一、飲み込んだ場合は直
ちに医師にご相談ください。
  リチウム電池を火の中に入れたり、
加熱、分解、改造をしないでくださ
い。発熱、破裂による液漏れやけ
がの原因になります。
  電池の（＋）（－）を間違えないよう
に正しく入れてください。
  長期間使わないときは、電池を取
り出してください。

使用済みの電池は、（＋）（－）の端子を
テープで巻いて絶縁してから、お住ま
いの地域の分別方法に従って廃棄して
ください。

タブ

電池トレイ

タブを押しながら
引き出す

お願い

設置のしかた

	X 必ずお守りください

壁や家具、カーテンなどの周囲の可燃物から下図
の距離を離して、設置してください。

必ず安定した水平な場所に設置してください。
次のような場所で使用しないでください。故障の
原因になります。
·不安定な場所や、棚・家具などの高いところ
·直射日光の当たるところ、暖房器具の近くや上
·ほこりが多いところ
·磁気の多いところ（テレビ・ラジオなど）の近く

上方
60cm以上

上方
60cm以上

側方
30cm以上

側方
30cm以上

側方
30cm以上
側方
30cm以上

後方
4.5cm以上
後方
4.5cm以上

前方
60cm以上
前方
60cm以上

首振り運転時 上方
60cm以上
上方
60cm以上

側方
60cm以上

側方
60cm以上

側方
60cm以上
側方
60cm以上

後方
60cm以上
後方
60cm以上

前方
60cm以上
前方
60cm以上
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使いかた
運転を始める

1 1 電源プラグをコンセントに差し込む
·電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んで
ください。
·電源プラグをコンセントに差し込むと「ピピッ」とい
う音がします。

2 2 本体の《入／切》ボタンを押して、運転を開始する
お買い上げ後初めて使用する場合は、本体の《入／切》ランプ、·
《扇風機・ヒーター》ランプ、《温風》ランプが点灯して、温風運転が始まり
ます。

ご注意

  本体の《入／切》ボタンを押してください。 
リモコンでは運転を開始することはできません。
  運転中に操作しない状態で10時間経過すると自
動的に運転が停止します。
  温風運転中、温風運転停止直後は送風口が高温に
なっていますので、送風口を触らないでください。

ヒーターとして使う

1 1 《扇風機・ヒーター》ボタンを押し、《温／送切替》ボタンを押して 
「温風」を選ぶ
《温風》ランプが点灯し、ヒーターモードの運転を開始します。

2 2 《＋》／《－》ボタンを押して、出力を調節する
·《＋》／《－》ボタンを押すたびに出力が変わります。·
出力は「弱」「中」「強」の3段階に設定できます。
·出力のレベルに応じて、《風量・出力》ランプが点灯します。

電源プラグ
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  使いかた

扇風機として使う

1 1 《扇風機・ヒーター》ボタンを押し、《温／送切替》ボタンを押して 
「送風」を選ぶ
《送風》ランプが点灯し、扇風機モードの運転を開始します。

2 2 《＋》／《－》ボタンを押して、風量を調節する
·《＋》／《－》ボタンを押すたびに風量が変わります。·
風量は「レベル1」から「レベル7」まで7段階に設定できます。
·風量のレベルに応じて、《風量・出力》ランプが点灯します。

衣類乾燥機として使う

マイナスイオンとオゾンを発生させ、空気中のにおい成
分やカビ菌、アレル物質を軽減して生活臭や部屋干し臭
を抑制します。·
アーチ首振り運転を行い、効率的に衣類を乾かします。
季節や使用環境に応じて、温風・送風が選べます。
本製品のマイナスイオン発生器には、村田製作所のイオ
ナイザ技術を採用しています。

ご注意 衣類乾燥モード中は《首振り》ボタンは使用できません。

	X 温風衣類乾燥モード

① ① 《衣類乾燥（イオン）》ボタンを押し、《温／送切替》ボタンを押して、「温風」を選ぶ 

② ② 《＋》／《－》ボタンを押して、出力を調節する
·出力は「弱」「強」の2段階に設定できます。
·「弱」、「強」とも《ジェット》ランプ（最大風量）が点灯し、風量は変わりません。

	X 送風衣類乾燥モード

① ① 《衣類乾燥（イオン）》ボタンを押し、《温／送切替》ボタンを押して、「送風」を選ぶ 

② ② 《＋》／《－》ボタンを押して、風量を調節する
·風量は「弱」「強」の2段階に設定できます。
·「弱」は《風量5》、「強」は《ジェット》ランプ（最大風量）が点灯します。

90°
45° 45°

アーチ首振り
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  使いかた

サーキュレーターとして使う
暖房時は温風、冷房時は送風で、部屋の空気を効率よく循環させます。首振りの設定を変えることもできます。

	X 温風サーキュレーション

《サーキュレーション》ボタンを押し、《温／送切替》ボタンを押して、「温風」を選ぶ
《温風》ランプと《サーキュレーション》ランプ、《ジェット》ランプが点灯し、·
上40°固定で運転します。

＜おすすめの使いかた＞
エアコン使用時：·エアコンの対角線上に置き、エアコンの暖気がたまりやすい

天井に向ける
暖房機器使用時：·機器の対角線上に置き、暖気がたまりやすい機器上部の天井

に向ける
	X 送風サーキュレーション

《サーキュレーション》ボタンを押し、《温／送切替》ボタンを押して、「送風」を選ぶ
《送風》ランプと《サーキュレーション》ランプ、《ジェット》ランプが点灯し、·
上下＋左右（3D）首振り運転します。

温風おまかせ機能を使う

《温風おまかせ》ボタンを押すと、温度センサーで温度を検知し、22℃をキープして温風運転します。
22℃未満は「強」、22℃になると「弱」で運転し、《温風おまかせ》ランプが点灯します。
24℃以上になると運転を停止し、《温風おまかせ》ランプが点滅します。

ご注意 設置条件や環境により、温度センサーで検知した温度と室温が異なることがあります。

首振り運転する

上下・左右の首振り運転を設定できます。
·《首振り》ボタンを押すごとに、《首振り》ランプが「左右」
→「上下」→「上下＋左右」→「すべて消灯（首振り機能オ
フ）」→「左右」…の順に切り替わります。
·衣類乾燥モード中は首振り設定を変更することはでき
ません。
·首振り運転中に電源を切った場合は、正面を向いて運転を停止します。

ご注意

  手で本体を持って停止させたり角度の調節をしないでください。
けが、故障の原因になります。

  アーチ首振りは《首振り》ボタンでは選べません。衣類乾燥モードでのみアーチ首振り運転します。

天井にたまった暖気を循環

暖房時の例

床にたまった冷気を循環

冷房時の例

天井にたまった暖気を循環

暖房時の例

床にたまった冷気を循環

冷房時の例

90°

左右首振り 上下首振り

50°

100°

50°
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  使いかた

切タイマーを設定する

予約した時間に自動的に運転が停止するように切タイマーを設定できます。
《タイマー》ボタンを押すごとに、《タイマー》ランプが「2h（2時間）」→「4h（4時間）」→「6h（6時間）」→「8h
（8時間）」「すべて消灯（切タイマーオフ）」→「2h（2時間）」…の順に切タイマー設定が切り替わります。
·時間の経過に合わせて、《タイマー》ランプの表示が切り替わります。
·《入／切》ボタンを押して電源を切ると、切タイマーの設定は解除されます。

チャイルドロックを設定する

子どもが誤ってボタンを押してしまっても動作させないように、操作部のボタンをロックします。

	X チャイルドロックを設定／解除する

本体の《タイマー》ボタンを長押し（約3秒）します。
解除するときは、再度《タイマー》ボタンを長押し（約3秒）します。
·チャイルドロックが設定されていても、《入／切》ボタンを押して運転を停止する操作は可能です。
·電源プラグを抜くと、チャイルドロックは解除されます。

運転を終了する

《入／切》ボタンを押して、運転を停止する
《入／切》ランプが消灯します。

おしらせ 温風運転時は、冷却のためにしばらく送風が続きます。

	X 外出するときや長期間使用しないときは

電源プラグを抜いてください。
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  お手入れ／保管のしかたお手入れ／保管のしかた
ご注意

お手入れや保管は、電源を切って本体が冷めた後
（約30分後）に、必ず電源プラグをコンセントから
抜いて行ってください。
高温部に触れると、感電・やけど・けがの原因になります。

本体を丸洗いしたり、水にひたしたりしないでく
ださい。
故障の原因になります。

ベンジン・シンナー・アルコール・みがき粉は使
わないでください。
傷・変質・変色の原因になります。

お手入れする

本体のお手入れ

·乾いた柔らかい布でふいてください。
·汚れがひどい場合は、ぬるま湯か薄めた台所用
中性洗剤をしみこませた布を固く絞ってふいて
ください。

フィルターのお手入れ

1 1 本体左右のフィルターを取り
外す
·フィルターはマグネットで固定されて
います。·
フィルターのつまみを手前方向へ引っ
張って取り外します。

フィルター つまみ

2 2 フィルターのほこりを掃除機
などで取り除く
·汚れがひどいときは水洗いをしてから
柔らかい布で水気を拭き取り、充分乾
燥させてから取り付けてください。

3 3 フィルターのツメを本体側面
の差込部に差し込んでから、
本体に取り付ける
·フィルターはマグネットで本体に固定
されます。

保管する

·お手入れをした後、元の包装ケースに入れるか
ポリ袋をかぶせて、ほこりや湿気の少ないとこ
ろで保管してください。

ご注意

  保管するときは、必ずリモコンから電池を取
り出してください。
電池が液漏れすることがあります。

差込部
ツメ

（左右各 2か所）

マグネット
つまみ
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  故障かなと思ったら

QQ11 運転しない。
·電源プラグが抜けていませんか。·
電源プラグをコンセントに確実に差し込んでください。
·チャイルドロックが設定されていませんか。·
ランプが点灯しているときは、チャイルドロックが

設定されています。《タイマー》ボタンを長押し（約3
秒）して、チャイルドロックを解除してください。
·本体の《入／切》ボタンを押してください。·
リモコンでは運転を開始することはできません。
·本体が傾いていたり、不安定な場所に置かれていたり
しませんか。
·《入／切》ランプが点滅していませんか。·
転倒・振動検知機能が働き、運転が停止している場合
があります。《入／切》ランプが点滅している場合は
《入／切》ボタンを押し、本体を平らな場所に置いてか
ら再度《入／切》ボタンを押してください。·
「転倒・振動検知機能」 9 ページ

QQ22 自動で運転が停止する。
·タイマーを設定していませんか。·
タイマーをを設定すると、設定した時間経過後に運転
を停止します。
·《入／切》ランプが点滅していませんか。·
運転開始後、10時間経過すると、自動的に運転を停止
します。·
「自動電源オフ機能」 9 ページ

QQ33 運転中ににおいがする。
使いはじめたばかりではありませんか。·
はじめてお使いになるときに、新製品特有のにおいがす
ることがありますが、故障ではありません。お使いにな
るうちに、気にならなくなります。

QQ44 運転中や操作中に「カチッ」と音
がする。

本体内部でヒーターが入切するときにカチッと音がなり
ます。異常ではありません。

QQ55 使用中、電源プラグ・電源コード
が異常に熱くなる。

·たこ足配線を使っていませんか。·
たこ足配線の使用を中止してください。たこ足配線
を使って他の器具と併用すると、分岐コンセントが異
常発熱して、火災・感電・故障の原因になります。
·電源プラグが抜けかけていませんか。·
電源プラグを根元までコンセントに確実に差し込んで
ください。差し込みが不完全だと、感電や発熱による
火災の原因になります。
·差し込み口が2口あるコンセントで、両方の差し込み
口をお使いではありませんか。·
コンセントの差し込み口が2口、3口であっても、本製
品をお使いのときは単独でお使いください。
·電源コードの上に物を載せたり、無理に曲げていませ
んか。·
電源コードの上に物を載せたり、無理に曲げないでく
ださい。電気の流れが悪くなり、ショート・発火の原
因になります。
·電源コードをコードホルダーに巻いたり、束ねた状態
で使っていませんか。·
使用中は電源コードを束ねないでください。熱の逃
げ場がなくなって電源コードが高温になり、発火の原
因になります。
·電源プラグやコンセントに、ごみやほこりが付着して
いませんか。·
定期的に、付着しているごみやほこりを拭き取ってく
ださい。
·コンセントがガタついたり、差し込みがゆるくありま
せんか。·
お近くの電気店に、コンセントの修理を依頼してくだ
さい。コンセントが老朽化している場合があります。
·電源プラグ・電源コードが傷ついたり、変形・破損し
ていませんか。·
サポートセンターに、修理・交換を依頼してください。

QQ66 一部のランプが点滅して、ブザー
が鳴り続ける。

本体に衣類、タオルなどが掛かり、異常な温度上昇を検知
した場合、《サーキュレーション》《衣類乾燥（イオン）》《扇
風機・ヒーター》《送風》《温風》ランプまたは《温風おまか
せ》《温風》ランプが点滅してブザーが鳴ります。コンセ
ントから電源プラグを抜き、1時間程度待ってから差し
直してください。1時間程度時間をおいても、ランプが
点滅する場合は故障の可能性があります。サポートセン
ターにお問い合わせください。

故障かなと思ったら  修理を依頼する前にご確認ください 
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  故障かなと思ったら

QQ77 すべてのランプが点滅して、 
ブザーが鳴り続ける。

コンセントから電源プラグを抜き、1時間程度待ってか
ら差し直してください。1時間程度時間をおいても、ラ
ンプが点滅する場合は故障の可能性があります。サポー
トセンターにお問い合わせください。

QQ88
《サーキュレーション》《衣類乾燥
（イオン）》ランプが交互に点滅し
ている。

点滅し続ける場合は故障の可能性があります。サポート
センターにお問い合わせください。

QQ99
上下首振り時にアーチ首振りの
角度まで首振りする。／ 
首振りが一時的に止まる。

最初に上下または上下＋左右首振り運転をしたとき、最
大角度（アーチ首振りの角度）まで首振りし、その位置で
一時的に止まることがあります。首振り範囲を調整して
いるためで、異常ではありません。

QQ1010 首振り角度がずれている。
首振り運転中に手で取っ手を持って停止させると、首振
りの角度がずれることがあります。電源を切り、電源プ
ラグをコンセントから抜いて、差し直してください。

QQ1111 首振りするときの動作音が気に
なる。

首振り運転時に、“カタカタ”、“コトコト”と音が一時的
に強まることがあります。首振りモーター特有の音で、
異常ではありません。

QQ1212 リモコンで操作できない。
·電池は消耗していませんか。·
新しい電池に交換してください。
·電池の入れかた（＋と－の向き）が間違っていません
か。·
電池を正しい向きで入れ直してください。
·チャイルドロックが設定されていませんか。·
チャイルドロックを解除してください。

重 要 この製品は、日本国内用に設計・販売しています。日本国外では使用できません。 
海外での修理や部品販売などのアフターサービスも対象外となります。

仕様
品名（型番） HOT&COOLサーキュレーター（SH-CD151·E3）
電源 交流·100·V、50/60·Hz
消費電力 温風：1200·W、送風：38·W
外形寸法（約） 幅·28.5·cm·×·奥行·26.5·cm·×·高さ·31.5·cm
質量（約） 4.3·kg
電源コードの長さ（約） 1.8·m
付属品 リモコン（テスト電池付き）
安全装置 転倒自動停止装置、過熱防止装置
原産国 中国
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劣化・消耗したり、紛失してしまったときは、
お買い上げの販売店またはインターネットで
ご注文いただけます。詳しくは以下のホーム
ページをご確認ください。
https://siroca.jp/

部品・消耗品
部品名 部品コード

リモコン SH-CD151·E3·RM
フィルター（左右セット） SH-CD131FT

	X 本体への表示内容
経年劣化により危害の発生が高まるおそれがあることを注意喚起するために電気用品安全法で義務付けら
れた以下の内容の表示を本体に行っています。

【製造年】本体に西暦 4桁で表示してあります。
【設計上の標準使用期間】本体に表示してあります。
・設計上の標準使用期間を超えてお使いいただいた場合は、経年劣化による
発火・けがなどの事故に至るおそれがあります。

	X 設計上の標準使用期間とは
·運転時間や温湿度など、標準的な使用条件に基づく経年劣化に対して、製造した年から安全上支障なく使用
することができる標準的な期間です。
·設計上の標準使用期間は、無償保証期間とは異なります。また偶発的な故障を保証するものでもありません。

	X 標準使用条件：扇風機機能使用時
日本工業規格JIS·C9921-1および（社）日本電機工業会自主基準HD-116-3による

環境条件

電圧 100V
周波数 50Hz/60Hz
温度 30℃
湿度 65%

設置条件 標準設置 製品の取扱説明書による
（水平で安定した場所）

負荷条件 定格負荷（風速） 製品の取扱説明書による

想定時間等

1日あたりの使用時間 8（時間／日）
1日の使用回数 5（回／日）
1年間の使用日数 110（日／年）
スイッチ操作回数 550（回／年）
首振り運転の割合 100（％）

●環境条件の温度 30℃、湿度 65％は、JIS·C·9601 の試験状態を参考としています。
●設置状況や環境、使用頻度が上記の条件と異なる場合、または、業務用など本来の使用目的以外でご使用された場合は、
設計上の標準使用期間より短い期間で経年劣化による発火／けが等の事故に至るおそれがあります。
● “経年劣化 ”とは、長期にわたる使用や放置に伴い生ずる劣化をいいます。

長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示について

https://siroca.jp/
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 必ずお読みください 

	X 保証書（裏表紙）
裏表紙に添付しています。お買い上げ日と販売店名の記入
をご確認いただき、販売店からお受け取りください。
保証書はよくお読みになり、大切に保管してください。

	X 修理を依頼されるとき
取扱説明書の内容をご確認いただき、なお異常のあるときは、
電源プラグをコンセントから抜いて、お買い上げの販売店、
またはシロカサポートセンターにお問い合わせください。

保証期間中（お買い上げ日から1年未満）の修理
保証書の規定により、無料で修理いたします。修理に際し
ましては、保証書をご提示ください。

保証期間が過ぎている（お買い上げ日から1年以上）修理
修理によりお使いになれる製品は、お客様のご要望により
有料で修理いたします。

	X 保証期間
お買い上げ日から1年間です。消耗部品は保証期間内でも
有料とさせていただきます。

	X 補修料金のしくみ
補修料金は技術料（故障した製品の修理および部品交換な
どにかかる作業料金）と部品代（修理に使用した部品の代
金）などで構成されています。

	X 補修用性能部品の保有期間
この製品の補修用性能部品の保有期間は、製造終了後6年
です。
その製品の機能を維持するために必要な部品を性能部品と
いいます。

	X 補修部品について
補修部品は部品共通化のため、一部仕様や外観色などが変
更となる場合があります。
お客様ご自身での修理は大変危険です。絶対に分解したり
手を加えたりしないでください。

·長年ご使用の製品では、電気部品の経年劣化による発煙・発火のおそれがあります。
·ご使用前に必ずご確認いただき、次のような症状がある場合は、すぐに使用を中止し、お買い上げ
の販売店、またはシロカサポートセンターにご連絡ください。点検・修理費用などはシロカサポー
トセンターにご相談ください。

ー電源を入れても運転しない
ー電源コードを動かすと、温風が出たり出なかったりする
ー電源プラグや電源コードが手でさわれないほど熱い
·定期的に「安全上のご注意」を確認してお使いください。誤った使いかたや長年のご使用による熱・
湿気・ほこりなどの影響により、部品が劣化し、故障や事故につながることもあります。
·電源プラグやコンセントにたまっているほこりは取り除いてください。

長年ご使用の製品の点検を!

·シロカ株式会社（以下「弊社」）は、お客様の個人情報をお客様からの対応や修理およびその確認な
どに利用させていただき、これらの目的のためにご相談内容の記録を残すことがあります。
·次の場合を除き、弊社以外の第三者に個人情報を提供することはありません。·
（a）·修理やその確認、業務を委託する場合·
（b）·法令の定める規定に基づく場合

お客様の個人情報のお取り扱いについて

保証とアフターサービス

シロカの最新情報はこちらでチェック！
シロカ公式 
Facebook
www.facebook.com/siroca.jp

シロカ公式 
インスタグラム
www.instagram.com/siroca.jp/

http://www.facebook.com/siroca.jp
http://www.instagram.com/siroca.jp/
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本製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。本書は大切に保管してください。
お買い上げ日から保証期間中に故障が発生した場合は、本書と製品を併せた状態で、お買い上げいただいた販売店、または
シロカサポートセンターまでお問い合わせください。

保証書

品 名	：	 	 お買い上げ日	：	 年	 月	 日
型 番	：		 	 製 造 番 号	：	 	 	
保証期間	：	お買い上げ日より本体1年間	 	 販 売 店	：店名・住所・電話
お 客 様	：		 	
ふりがな

お名前
ご住所

お電話
お願い：	未記入の保証書の場合、お買い上げ日を証明するレシート、送り状

などを必ず添付してください。証明がない場合、保証対象にならな
い場合があります。

この保証書は、本書記載内容で無料修理をおこなうことをお約束するものです。
お買い上げ日から保証期間中に、取扱説明書、本体ラベル、その他の注意書きに従った正常な使用状態で故障した場合には、本書記載内
容に基づき弊社が無料修理いたしますので、製品と本保証書をご用意のうえ、お買い上げいただいた販売店、またはシロカサポートセン
ターまでご依頼ください。
ご転居、ご贈答などで、お買い上げいただいた販売店に修理が依頼できない場合は、シロカサポートセンターまでご連絡ください。
保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは、取扱説明書をご覧ください。
1.	保証期間内でも次のような場合には有料修理となります。
(1)	使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。
(2)	お買い上げ後の取り付け場所の移動、落下、引っ越し、輸送などによる故障または損傷。
(3)	火災、地震、風水害、落雷、その他の天災地変、および公害、塩害、ガス害、異常電圧、その他の外部要因による故障または損傷。
(4)	車両、船舶に搭載して使用された場合に生じた故障または損傷。
(5)	一般家庭用以外（例えば業務用の長時間使用など）に使用された場合の故障または損傷。
(6)	本書のご提示がない場合。
(7)		本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。お買い上げ日を証明する
レシート、送り状などの証明書がない場合。通信販売、インターネットでお買い上げ時、ご注文確認メールなどご購入履歴を確認
できるものの提示がない場合。

(8)	樹脂加工やメッキの摩耗や打痕、プラスチック部の損傷。（かすり傷、へこみなどを含みます）
(9)	腐食による故障、及び損傷。
(10)	消耗部品の交換。
(11)	お買い上げの製品が、有償無償を問わず譲渡されたもの（中古品）であった場合。

2.		修理に際して再生部品、代替部品を使用する場合があります。また、修理により交換した部品は弊社が任意に回収のうえ適切に処理、
処分させていただきます。

3.	本書に基づく無料修理（製品交換を含みます）後の製品については、最初のお買い上げ時の保証期間が適用されます。
4.	本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。
5.	本書は日本国内においてのみ有効です。This	warranty	is	valid	only	in	Japan.
この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。
従って、この保証書によって保証書を発行している者（保証責任者）、およびそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限す
るものではありません。

シロカ株式会社	〒101-0051	東京都千代田区神田神保町2丁目4番地	東京建物神保町ビル5F
19090024

持込修理

故障・修理のお問い合わせ、修理代金の目安、 
使いかた・お手入れなどのよくあるご質問はこちら

シロカサポートセンター

部品・消耗品の
ご購入はこちら二次元コードからもアクセスできます

非通知設定の方は「186」をつけて発信番号通知のご協力をお願いします。サポートセンターの電話番号、住所は予告なく変更することがあります。
ナビダイヤル 0570-001-469　受付時間：10:00 〜 17:00 （土日祝、弊社指定休業日を除く）

シロカ　サポート 検索

お客様サポート

HOT&COOLサーキュレーター
SH-CD151·E3
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